[image: image1.wmf]トリス（2, 2’-ビピリジン）ルテニウム（II）塩化物六水和物の合成(14ポイントゴシック)
(広島大院理)○錯体　学・配位花子・錯塩太郎　(注　講演者に○、ポスター賞は☆)
【緒言】2,2’-ビピリジン配位子を有するトリスキレート型金属錯体は、中心金属に応じて多様な色を呈するため、色素分子、光応答分子として広く研究が行われている興味深い物質群である。本研究では、トリスビピリジンルテニウム錯体[Ru(bpy)3]Cl2·6H2O（1）に着目し、その合成と分光学的性質について詳細な検討を行った。

【結果と考察】合成　RuCl3·3H2O（1.0 g, 5.0 mmol）、2,2’-bipyridine（3.12 g, 20 mmol）をエタノール200 mlに溶解させ、攪拌しながら85℃で３日間還流した。還流後、ガラスフィルターで不溶物を除去し、ろ液をエバポレーターで沈殿が出てこない程度に濃縮した。貧溶媒としてアセトンをゆっくりと加えることにより、 1を赤色板状結晶として得た（収量 2.3 g，収率 75%）。

吸収・発光スペクトル　1の紫外・可視吸収スペクトルを、水溶液中、25℃で測定したところ、MLCT遷移に由来する特徴的な二つの吸収帯（428 nm,  = 11,700; 454 nm,  = 14,000）が観測された。一方、1の発光スペクトルを、425 nmの励起光を用いて、水溶液中、アルゴン下で測定したところ、3MLCT励起状態からの強いりん光（max = 610 nm）が観測された。更に、この発光寿命は・・・・・

要旨原稿書式はこのファイルを参考に作成してください。
(1)
A4判を横にして使用し、1講演につき1枚の原稿を作成してください。

(2)
余白を上下20 mm、左右30 mmずつ空けて、2段組で原稿を作成してください。

(3)
この原稿の本文は、2段組間隔8 mm、段落行間は固定値16 ptで作成しています。

(4)
本文の書体は全角は明朝系、半角英字はTimes系、文字サイズ12 ptで統一してください。

(5)
発表者には○印をつけてください。但し、ポスター賞にエントリーの発表者は☆印をつけてください。
(6) このA4横の原稿を約70 %縮小して、1ページ（A4縦）に2講演分を掲載します。
(7) 図や表をファイル中に貼り込む際は、段の幅（114.2 mm）にあわせて貼り込むときれいです。

(8) 発表者のふりがなは、“ヘッダーとフッター”機能を用いて、フッターに挿入すると便利です。下マージンを30mmに設定してフッターを使うと余白が20mmになります。
(9) 投稿時には、赤字の不要部分等を必ず削除して下さい。
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各自記入の上ご投稿下さい。サイズ改変不可。間違えないようご注意下さい！不要アイテムは全て削除。赤字使用不可。
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